
 

 

 

 

  
 

 

あけましておめでとうございます。令和 6年がスタートしました。今年もよろしくお願いします。 

年末年始はどのように過ごしましたか？年末年始には実家に戻って帰省して、親せきと会ったという人も多いことで

しょう。年末年始は、なかなか普段会えない人と会ったりする機会とも言えます。 

しかし、今年のお正月から、誰もが予想などしなかった出来事が起こりました。能登半島における大地震です。1

日午後 4時 10分ころ、石川県能登半島で、震度 7という大きな地震があり、津波や、治割れ、建物の倒壊、火災

などで命を失ったり、財産を失った人がたくさんいます。救出活動や復旧活動も道路も寸断によって思ったように進

まず、避難生活に必要な物資もなかなか届かないという大変な状況があります。行方不明の方も多く、一途の望みを

もって生きている人たちもいると思います。この地震で亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、行方不明

の方のご無事を心より祈りたいと思います。 

さて、3学期の始業式にあたり、次のことを始業式で伝えました。パワーポイントの画面と併せて伝えたことを記

したいともいます。（本便りではパワーポイントの画面は小さく、紙ベースは単色のため、見づらい場合は、ホーム

ページ掲載分を参照下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩屋中だより 
令和 6年 1月 9日 ＮＯ20 

発行 長崎市立岩屋中学校 

文責：校長 川口 猛 

3学期は、4月から始まる新しい生活の『0』学期 

あけましておめでとうございます。 

令和 6年がスタートしました。今年もよろしくお願いします。 

年末年始はどのように過ごしましたか？ 

学校の中は、心あたたまるお正月がたくさんなりました。生

徒会役員の皆さん、門松と鏡餅。ありがとうございました。手

作り感いっぱいで、大変心温まりました。その気持ちが大変う

れしいのです。心から感謝しています。さて、年末年始をどの

ように過ごしましたか？と先ほど聞きました。年末年始には実

家に戻って帰省して、親戚と会ったという人も多いことでしょ

う。年末年始は、なかなか普段会えない人と会ったりする機会

とも言えます。しかし、今年のお正月の 1日午後 4時 10分

ころ、石川県能登半島で、震度 7 という大きな地震があり、

命を失ったり、財産を失った人がたくさんいます。津波や、治

割れ、建物の倒壊、火災などでの被害を受けたり、思ったよう

に救出作業や復旧活動進まず、生活に不可欠な物資も道路の寸

断によって届かず大変苦しく、つらい思いをしている方がたく

さんいます。この地震によって亡くなられた方々のご冥福をお

祈りしたいと思います。また、行方不明の方のご無事を心より

祈りたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年を迎えるにあたって、私は、2 学期の終業式の日に３

つのことを話しました。画面に出ている３つのことできまし

たか？新しい年を迎えて、よしがんばるぞという気持ちにな

っている人がたくさんいると思います。さて、この中の「志を

たてる」とは、今年 1年で、自分はどのように変わりたいか

考え、新しい自分の姿を決めるということです。そして、決め

たことを実現するために今から努力を開始しましょう。新し

い自分の姿に変わるための一歩を踏み出すのが、この 1年の

始まりである『今』なのです。変わる（チェンジ）、そして、

変わるための挑戦をする（チャレンジ）絶好の好機（チャン

ス）なのです。『鉄は熱いうちに打て』と言います。熱い気持

ちになっている、『今』を大切にするのです 

さて、3 年生の皆さん、いよいよ希望する進路の実現に向

かって、勝負する時が迫ってきました。卒業した後の自分の

居場所を自分の力で切り拓く正念場です。 

それに臨むにあたって、次のことを伝えます。 

『人事を尽くして天命を待つ』 という言葉です。ただ、ひ

たむきに、できることを精一杯やってくるのです。全力を尽

くすだけです。余計なことは考えず、全力を尽くしてくるの

みです。結果は神様のみぞ知っています。これだけやってき

たのだから、受かって当然だと思うのではなく、素直に、ひた

むきに、「全力を尽くす」これが、大事だと思います。そして、

最後に戻るのは、基礎基本。基本を確認してチャレンジして

ください。 

それぞれの学年に皆さんにこの 3学期について、こうあっ

てほしいということを伝えます。 

３年生は、先ほども触れたように、針路実現の勝負の時に

なります。当然ながら、結果が出て、自分の進路が決まってい

きます。 

受験をして、この 3学期に手にするであろう合格は、次な

るステージに立つというスタートです。ゴールではありませ

ん。高等学校に進学をすればそこで勝負の時がやってきます。

高校卒業後にも、人生の勝負の時は何回もやってくるのです。

合格をするということは、次なるステージで勝負するために

スタートしたということです。高等学校卒業時にはまた勝負

の時を迎えます。進学なり、就職なり、必ず岐路に立たされま

す。その勝負は、中学校で今立たされている勝負よりも、一層

厳しくなります。また、その先にもまた勝負の時は控えてい

ます。大学とか専門学校を卒業する時の勝負です。ある意味、

この社会は、グローバルな社会ですから、世界を相手に勝負

をするというもっともっと厳しい勝負になります。合格をし

たら、次なるステージの勝負のために、力をつけて新しいス

テージに立って下さい。人生の大きな花を咲かせるという第

3 学年の学年目標はこのことを示していると私は思っていま

す。   ～続きは、次号で紹介します。～ 手作りの鏡餅と門松です！ 


